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【はじめに】

多嚢胞化草薙腎 (acquiredcysticdiseaseof

thekidney/以下ACDKとする)は萎箱 した腎臓に

後天性に多数の嚢胞が見られる病態である｡

ACDKは透析導入後 3年未満で44%､10年以上

で 90%と透析期間が長くなるほどその頻度は高

くなり､また程度も甚だしくなる｡透析期間のほ

か.男性 ･若年者であるほどACDKの頻度･程度が

高い｡

ACDKの多くは無症状であるが､五大な合併症と

して､腎癌とま胞破裂による後腹腹腔出血がある｡

今E)､われわれはACDKの嚢胞増大を経過観察し

ていたところ､経過中に後腹膜出血を発症した症

例を経験したため.報告する｡

【症例】

38歳男性

透析歴 :5年 (平成 16年4月より透析状態)

原疾患 :不詳

合併症 :特発性拡張型心広丘､高血圧症

【現病歴】

大学卒業まで検診異常指摘無し｡職場検診でし

ばしば高血1王を指摘されていた｡平成 16年春ころ

に体調不良あり､近医を受診したところ高度腎機

能障害を指摘され､透析導入となる｡その後まも

なく当院に転院し､維持透析を継続 していた｡

当院転院後､年 1回の腹部エコー検査が施行さ

れていた｡平成 19年 11月のエコーで.両側腎の

棟数の嚢胞とともに左腎外に¢18mmの嚢胞をう

たがう踵癌影が指摘された｡平成20年11月には.

同じ腫癌の周囲に血流を詮め.¢30m と腫癌の増

大を認めた｡このため.平成 20年 11月､平成 21

年1月に造影CT･単純MRJにて精査を施行した｡
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その後は当院外科にコンサル トしながら.経過

観察の方針 (6カ月後画像検査予定)とした｡

平成 21年 6月 17日の朝､突然の強い左側腹部

痛を自:麗し.当院を受診した｡エコーにて同部位

の腫癌が 50×120nTIに増大していた｡このため造

影 CTを施行したところ瞳癌破裂によるとおもわ

れる後腹膜腔出血を認めたため､同日入院となる｡

【入院時現症】

血圧 174/108ndlg､脈拍90/分､体温 37.7℃､呼

吸数 18/分､SatO 298%

顔面.頚部､胸音別こ特盲己すべき所見なし｡渡合Bは

平坦.軟.ゲル音減弱｡左側腹部に圧痛 ･反張痛

あり｡

腹部に異常所見を認めるも.全身状態はよく保

たれていた｡

【生他事】
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(表 1)

入院3日前にHbll.1､Ht33.1であったものから､

Hb8.0､Ht24.3と貧血が進行していた｡ほか､CRP

の軽度上昇を泣めた く表 1)｡
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(図 1)

平成 19年(2007年)11月 17日､平成20年(2008

年)2月 23日の左腎腫膚のサイズは¢18m～20m

で造 影効果 を認めなか った (図 1 ･図 2

2007111-17.図 1 2007102-23)｡このため､嚢胞

である可能性が高いと考えた｡平成 20年(2008

年)12月 24日の造影 CTでは腫膚のサイズが¢

30mmと急速に増大している上に､わずかに造影さ

れており､乏血性腎癌を否定できない所見であっ

た (図 1.2008-12-24)｡平成 21年(2009年)1月

10日の単純MRlではTl高信号から等信号の複数

の液面形成が認められ､内出血を来たした多房性

嚢胞とみられる所見があった｡嚢胞には多数の隔

壁と厚い被膜がみられ､乏血性腎癌を否定できな

かった (図 1･図2 2009-01-10)｡

嚢胞出血の当日には横断面で9cmの血腫形成を

認め､出血は腎周囲腔 ･前腎傍腔 ･後腎傍腔にも

みられ､尾側では骨盤内に連 していた (図2二

2009-06-17)｡

1カ月後には周囲脂肪織の濃度上昇は軽減し､

周囲の炎症は改善している(図2･2009-07-16)o

【入院後の経過】

入院後も全身状態は安定していたため､8日後

に退院とした｡

以前より腫癌の増大傾向があり､腎癌を否定で

きなかったたd)､約 1カ月後に左官摘出術を施行

したD

(写真 1)

肉眼所見では､左腎および周囲結合織を含めた

大きさは 110x45×40mm大であっT=｡腎臓自体の

大きさは65×35×30m 大 実質は著明に萎縮し､

実質内に小嚢胞が散在していた｡

画像上､もともと腫痔をみとめたあたりに､肉

眼上で周囲の組織と異なって見える部分はなかっ

た｡(写真 1)

組識所見では､腫病性変化を示す部分を認めな

かった｡
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ACDJ(における嚢胞破裂による故JI蹟腔出血
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･事た.&JLJLtt也Atおこした暮且のII)にはYAtB計する.とも述べている.

く表2)

中央医托検索で過去10年間のACDKにおける

蒙胞破裂による後腹腹腔出血に関する症例報告を

調べたところ､ここに挙げた文献を見出せた｡ほ

か､学会 .研究会等で発表された会は録もこれと

同数程度存在した(表2)｡

ACDKに後腹膜出血が発生する頻度に駒する正

確なデータは無いが.石川は､輸文の中で.経験

上腎癌合併の 1/4ほどと推定している｡また､後

腹膜出血をおこした溌胞の1/3に腎癌を合併する

と述べている｡

【考察】

透析患者の腎癌には.ACDKに合併するもの､一

般人と同様に腎癌を発症するものの双方がある｡

透析歴の比較的短いものには､ACDKに合併しない

腎癌がおおく.長期透析患者の腎癌はACDKと関連

性の高いものが多いといわれる｡

本症例は透析歴5年1ケ月の時点で後腹膜腔出

血を発症しており-:ACDKに合併する腎癌発症の可

能性が高いとはいえない時期であった｡その意味

では､腎緒はおこなわず､経過観察することも一

法であったかもしれない｡

また､破裂を起こした嚢胞そのものの病理組織

がどうであったか､については､原形が壊れてし

まった状態であったためか､嚢胞であった部分や

その一部を見つけることはできなかった｡

ただ､摘出した腎の組織中には.点平な単層上

皮をもつ多数の葺胞のほか､上皮が2.3府に重厚

化したもの.多房化したものが控められた｡

ことに多房化したものは､破裂前の比RIで多房

性嚢胞とみえたものに近い構造のようにも思われ､

本症例では､嚢胞破裂に至る前に.嚢胞内で架橋

を形成して.多房になったコンパートメントのな

かで出血がくりかえし起こった可能性を考えた｡

後腹膜出血が何故起こるのか.については､脆

弱化した腎血管からの出血時､血管周囲の嚢胞化

により血管の支持力が低下しており､腎実質の萎

縮より出血後の圧迫止血作用が低下していること

もあって出血巣が拡大して後腹膜出血に至ると報

告した論文が1過あったが､機序について触れた

報告は多くなかった｡

ACDKから腎癌が発生する過程については､まだ

明らかではないが､本症例の腎組織でみられるよ

うに､月平な草庵上皮であったものの上皮のかた

ちや構造が徐々に変化するなかから､腎癌が発生

する可能性もあるのではないか､と患われた｡

【まとめ】

透析歴5年でACDKに後腹膜出血を合併した症例

を経験した｡保存治療後におこなった腎脱摘出術

後に腎細胞癌を合併していないことが判明した｡

ACDKで真肋が急速に増大した租合には､悪性腰痛

の合併のほか､嚢胞出血から後腹膜出血に至る可

能性も念靖に置き､フォE)-検査の頻度を検討す

べきと考えた｡

また本症例では､今後対側の腎に対して出血･

腎癌の合併についての定期フォローを継続する必

要があると考えた｡
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